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今
任
期
最
後
の
定
例
会
=
六
月
定
例
県
議
会

は
、
六
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、
現
在
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ

推
進
室
を
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
局
に
格
上
げ
す
る
岩
手
県

部
局
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を

含
む
条
例
議
案
13
件
、
岩
手
県
立
福
岡
工
業
高
等

学
校
校
舎
改
築
事
業
費
な
ど
請
負
締
結
議
案
６

件
、
人
事
案
（
公
安
委
員
会
、
人
事
委
員
会
の
各

委
員
の
同
意
案
）
２
件
を
含
む
議
案
26
件
な
ど
を

７
月
３
日
の
最
終
本
会
議
で
可
決
し
十
五
日
間
に

わ
た
る
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。
今
任
期
は
九
月
十

日
ま
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
県
議
会
議
長

と
し
て
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回

の
県
政
報
告
書
に

は
、六
月
十
二
日
、

東
北
関
係
団
体
が

一
堂
に
会
し
行
っ

た
I
L
C
実
現
に

向
け
て
の
合
同
要

望
の
内
容
や
令
和

元
年
度
の
地
域
経

営
推
進
費
（
県
事

業
）
の
う
ち
、花
巻

市
関
連
事
業
一
覧

も
掲
載
し
ま
し
た

の
で
ご
覧
願
い
ま

す
。

今
任
期
最
後
の
定
例
会
・

　
六
月
定
例
県
議
会
が
終
了

Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
局
設
置
条
例
案

な
ど
全
議
案
を
可
決

佐々木順一のプロフィール
氏 　 　 名
ふ り が な
生 年 月 日
出 　 　 身
最 終 学 歴

佐々木　順一
ささき　じゅんいち
昭和 27 年１月 29 日（辰年、みずがめ座）
岩手県稗貫郡石鳥谷町新堀
昭和 49 年 東北学院大学法学部

現 在 の
主 な 役 職

岩手県議会議長
岩県議会商工文教常任委員会委員

経 歴

昭和 49 年　自由民主党岩手県支部連合会職員
平成   ５年　衆議院議員 小沢一郎秘書
  〃  　７年　岩手県知事増田寛也政務秘書
  〃  11 年　岩手県議会議員初当選（連続 5 期）
  〃  19 年　民主党岩手県総支部連合会幹事長（連続 4 期）
  〃  24 年　国民の生活が第一岩手県総支部連合会幹事長
  〃  25 年　生活の党岩手県総支部連合会幹事長
  〃  28 年　自由党岩手県総支部連合会幹事長
  〃  29 年　岩手県議会議長

知事と議長は車の両輪！！「希望郷いわて」を実現します。



岩
手
日
報   

元
．4
．18

岩
手
日
日   

元
．6
．18

岩手日日   元．5．30

・
東
北
六
県
議
会
議
長
会
議
で
挨
拶
を
す
る
佐
々
木
議
長

求
運
動
県
民
会
議
の
通
常
総
会
で
挨
拶
を
す
る
佐
々
木
議
長



首
相
官
邸
で
官
房
長
官
に
要
望
書
を
手
交

　

終
了
後
、
四
団
体
関
係
者

は
首
相
官
邸
お
よ
び
各
省
を

訪
問
し
、
菅
官
房
長
官
、
安

藤
復
興
大
臣
政
務
官
、
森
国

土
交
通
事
務
次
官
、
磯
谷
文

科
省
研
究
振
興
局
長
に
そ
れ

ぞ
れ
要
望
し
た
。

　

主
な
要
人
の
コ
メ
ン
ト
は

次
の
通
り
。

　

菅
官
房
長
官
「
さ
ま
ざ
ま

な
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
受

け
止
め
た
い
」
（
議
連
の
河

村
会
長
、
塩
谷
同
幹
事
長
、

鈴
木
俊
一
同
副
会
長
も
要
望

者
側
に
同
席
）

 

安
藤
復
興
大
臣
政
務
官

「
I
L
C
は
東
北
の
復
興
の

期
間
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
な
り
得
る
。
日
本
が
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
研
究
と
し
て

も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
」

　

森
国
土
交
通
事
務
次
官
「
I
L
C
の
議
論
に
つ
い
て
は
国
交
省
が
中
心
と
は

な
り
に
く
い
が
、
技
術
の
進
歩
に
関
し
て
は
支
援
す
る
こ
と
は
可
能
。
大
学
の

先
生
や
地
方
自
治
体
、
議
会
が
一
致
団
結
し
た
動
き
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」

　

磯
谷
文
科
省
研
究
振
興
局
長
「
皆
様
の
意
向
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
文
科

省
と
し
て
も
検
討
し
て
い
く
」

　

I
L
C
実
現
に
向
け
東
北
関
係
団
体
が
一
堂
に
会
し
合
同
で
要
望
を
行
っ
た
の

は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。
「
東
北
は
一
つ
」
と
い
う
好
印
象
を
与
え
た
こ
と
は

間
違
い
は
な
い
。
一
年
以
内
に
も
行
わ
れ
る
政
府
の
判
断
が
注
目
さ
れ
る
。

I
L
C
実
現
に
向
け
て

　
　
　
東
北
関
係
団
体
が
合
同
要
望

北
海
道
・
東
北
六
県
議
長
会
長
と
し
て
出
席

　

I
L
C
実
現
に
向
け
た
東
北
関
係
団
体
の
合
同
要
望
は
６
月

12
日
に
東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
。

　

参
加
団
体
は
、
東
北
I
L
C
推
進
協
議
会
代
表
・
高
橋
宏
明

東
北
経
済
連
合
会
名
誉
会
長
、
北
海
道
東
北
地
方
知
事
会
代

表
・
達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
、
岩
手
県
I
L
C
推
進
協
議
会

長
・
谷
村
邦
久
岩
手
県
商
工
会
議
所
連
合
会
長
、
東
北
I
L
C

推
進
準
備
室
長
・
鈴
木
厚
人
岩
手
県
立
大
学
学
長
、
東
北
市
長

会
代
表
・
谷
藤
裕
明
盛
岡
市
長
、
北
海
道
・
東
北
六
県
議
長
会

長
・
佐
々
木
順
一
岩
手
県
議
会
議
長
の
各
団
体
。

　

午
前
７
時
半
か
ら
都
内
ホ
テ
ル
で
超
党
派
に
よ
る
リ
ニ
ア
コ

ラ
イ
ダ
ー
国
際
研
究
所
建
設
推
進
議
員
連
盟
と
自
民
党
I
L
C

誘
致
実
現
連
絡
協
議
会
幹
部
会
の
合
同
会
議
が
開
か
れ
、
両
団

体
を
代
表
し
河
村
健
夫
議
連
会
長
が
「
議
連
総
会
に
お
い
て
、

文
科
省
を
中
心
と
し
た
関
係
省
庁
、
産
業
界
、
研
究
者
、
地

域
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
方
針
を
決
め
た
。
議
連
に
お
い

て
も
仏
独
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
を
作
り
進
め
て

い
く
。
東
北
震
災
復
興
、
日
本
の
科
学
技
術
の
力
を
発
揮
さ
せ

る
も
の
と
し
て
国
民
理
解
を
広
げ
る
方
針
で
活
動
す
る
」
と
挨

拶
、
そ
の
後
、
各
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を
手
交
し
た
。

　

同
要
望
会
に
は
国
会
議
員
27
名
が
本
人
出
席
、
関
係
省
庁

（
文
科
省
、
内
閣
官
房
、
内
閣
府
、
復
興
庁
、
外
務
省
、
経
産

省
、
国
交
省
）
か
ら
も
事
務
方
が
参
加
し
た
。

　

河
村
議
連
会
長
の
コ
メ
ン
ト
は
下
記
の
通
り
。

　

河
村
議
連
会
長
「
世
論
の
高
ま
り
も
必
要
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
キ
チ
ッ
ト
位
置
づ
け
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
日
本
の

科
学
技
術
に
対
す
る
一
つ
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
科
学
技
術
分
野
の
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
文
科
省
に
は
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
。
力
を
合
わ
せ
実
現
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」

佐
々
木
順
一
議
長

谷
藤
盛
岡
市
長

達
増
知
事

河
村
議
連
会
長

鈴
木
大
臣

木戸口参議院議員

佐々木順一議長 菅官房長官 宮城県議会副議長



令和元年度 地域経営推進費（県事業）花巻市関連事業一覧

地域経営推進費とは 広域振興局が市町村やＮＰＯ・民間団体等との協働により、それぞれの広域振興圏における産業振興や安全・安心な地域社会の構築等を目指し実地する事業のほか、
市町村や市町村長が必要と認める団体が圏域の課題解決に向けて取り組む事業に対して補助する県の事業予算

新規/ 
継続 事　業　名 事業内容 事業実施主体 事業費 ( 円 ) 花巻市との関連 写真等

新規 平泉・南いわて周遊観光
推進事業

・体験コンテンツ情報の発信、平泉世界遺産周知広報、外国
人観光客災害時の情報ツール作成 経営企画部 6,216,000 ・花巻・遠野・釜石地域と連携したＳＬ銀河運行支援

・外国人観光客向けの受入れ体制整備など

新規 国際リニアコライダー
受入環境整備事業 ・医療通訳者養成研修会の開催、ILC セミナーの開催ほか 経営企画部 3,788,000 ・管内（県南エリア、以下同）の医療通訳者養成研修会の開催

・管内のＩＬＣの機運醸成 Ａ

新規 南いわて関係人口構築事業
・首都圏や仙台圏での相談会等岩手ファンの拡大、関係人口

と地域課題のマッチング、移住受入体制整備のための情報
交換会など

経営企画部 2,227,000 ・首都圏や仙台での管内の移住・定住セミナーの開催

新規 文化芸術による県南地域
活性化支援事業

・若者たちによる文化芸術活動の祭典、ボランティアガイド
スキルアップ研修会開催 経営企画部 3,342,000 ・管内の若者が中心の民俗芸能団体等が出演するイベントの

開催

継続 スポーツによる地域連携
推進事業

・スポーツアクティビティの魅力発信
・県南広域圏マラソン連携事業の開催 経営企画部 3,017,000 ・管内のマラソン大会をつなぐ「県南レジェンドランナーズ

10」の実施（花巻マラソンも対象事業） Ｂ

新規 県南広域圏産業人材確保・
定着・育成等支援事業

・学校と企業との交流機会の拡大
・アドバイザー派遣による企業の人材育成支援 経営企画部 4,897,000 ・管内小中高校等を対象とした企業見学やガイダンスの開催

・管内企業を対象とした採用力向上等のための勉強会の開催

継続 食産業業務課題別研究会
運営事業

・食品輸出に取り組む事業者の拡大支援、オンラインチャネ
ルを活用した取引拡大の支援 経営企画部 1,104,000 

・管内企業を対象とした国際物流に関するセミナーの開催
・管内企業を対象としたオンラインチャネルを活用した取引

拡大への支援

新規 健康づくりのための環境
整備促進事業 ・普及啓発、モデル事業所への集中的支援ほか 保健福祉環境部 2,387,000 ・管内事業所等を対象とした研修会や出前講座の開催

・管内学校や保育園を対象とした出前講座や運動講座の実施

新規 HACCP 導入実証事業 ・HACCP 導入実証事業、セミナー・ワークショップを通じ
た普及啓発 保健福祉環境部 821,000 

・管内の食品取扱事業者等を対象としたセミナーの開催
・管内の食品安全サポーターや食品衛生指導員を対象とした

HACCP ワークショップの開催

新規 県南地域動物愛護普及
促進事業「県南ねこ会議」

・動物愛護にかかるシンポジウムの開催、猫の譲渡の推進、
動物愛護団体の育成ほか 保健福祉環境部 432,000 ・動物愛護にかかるシンポジウムの開催

・動物愛護団体の育成のための先進地視察と伝達講習

継続 福祉職人材確保促進事業 ・中学生、高校生を対象とした介護職や保育職の進路選択セ
ミナーの実施 保健福祉環境部 476,000 ・管内の施設と連携した介護職・保育職・福祉職進路選択セ

ミナーの開催

継続 野生鳥獣の被害対策支援
事業

・クマ市街地等出没状況調査と防除対策の検証
・新規ハンター養成研修会の開催 保健福祉環境部 875,000 ・新規ハンター養成講習会の開催

新規
いわてオリジナル水稲新品種

「金色の風」・「銀河のしずく」
ブランド定着事業

・現地栽培研修会等の開催
・「金色の風」「銀河のしずく」新米キャンペーンの実施 農政部 4,259,000 ・銀河のしずくの生産指導、レストランキャンペーンなど  

ＰＲの実施 Ｃ

新規 県南地域企業的経営体
育成支援事業

・企業的経営体育成候補者の掘り起こし、都市部からの U・I
ターン就農希望者の確保 農政部 1,538,000 ・企業的経営体育成候補者の掘り起こしにかかるセミナー開催

・県農大生を対象としたオープンファームの開催支援

新規 県南地域新たな園芸産地
創造・発展支援事業

・園芸生産の団地化に向けた意識醸成支援
・大規模園芸経営体の育成、労働者の安定確保 農政部 1,173,000 ・大規模園芸経営体の育成のためのマネジメント力向上研修の開催

・アスパラガス生産量拡大に向けた現地での実証等

継続 県南酪農肉牛産地振興
対策事業

・乳牛の生産性の改善対策、担い手の経営規模拡大支援、外
部支援組織の活用・強化 農政部 2,063,000 ・酪農及び肉用牛の生産性向上支援

新規 いわて県南スマート農業
加速化事業

・スマート農業技術の普及に向けた実証・展示、現地研修会
の開催 農政部 3,133,000 ・ミニトマト多収化モデルの現地検討会の開催

継続 県南地域農福連携促進事業 ・相互理解のための研修会の開催
・マッチング支援

農政部・ 
保健福祉環境部 425,000 ・農福連携にかかる普及啓発やマッチング支援

継続 県南広域原木しいたけ
ブランド力再興支援事業

・しいたけメニューキャンペーンの実施、地域内しいたけ原
木供給可能性調査等 林務部 2,314,000 ・原木しいたけブランド化のためのしいたけのレストラン

キャンペーンの実施

新規 林業担い手確保・育成
支援事業

・林業実務実践スキルアップ講座の開催
・就業希望者及び教職員等を対象とした未来森林体験講座の開催 林務部 973,000 ・森林・林業を紹介するＰＲ動画の製作

・管内林業事業者を対象としたスキルアップ研修等の開催

継続 森林資源循環利用促進事業 ・低コスト造林研修会や広葉樹原木選木研修会開催、県南広
域木材需給連絡会議等の開催 林務部 638,000 ・管内林業事業者を対象とした低コスト造林研修会の開催

・ナラ枯れ防止のための普及啓発

継続 街に木遣いプロジェクト ・商業施設への木材利用促進、イベント出店用屋台による木
材利用のＰＲ 林務部 690,000 ・県産材を利用した木製屋台による木材利用のＰＲ Ｄ

継続 県南地域建設業イメージ
アップ事業

・『小学生等の現場見学会』の実施
・動画活用によるＰＲ
・イメージアップカレンダーの作成

土木部 630,000 ・いわて県南建設業イメージアップカレンダーの作成 Ｅ

http://www.sasaki-junichi.jp/

活動内容を、
佐々木順一日記に
書いております。

アクセスして
　    みて下さい。

IWATE PREFECTUAL ASSEMBLY MEMBER

岩手県議会議長
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